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（2）電弱相互作用   
Wポゾンの質量測定を更新Lた。現時点ではTEVATRONでのみ精密測定可能な基本的物理量で、eV  
および岬に崩壊するモードで測定し、Mw＝80．41±0．18GeV／c2を得た。   
Wポゾンの崩壊非対称性の判定を更新した。非対称性は、崩壊時のⅤA結合性とW生成に関与する陽  
子、反陽子中のパートン分布関数によって記述きれるが、今回の測定はパートン分布関数の内d／u比に対  
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囲で存在Lない（95％の信頼度）ことを示した。   
Zポゾンよりも質量の高い中性電弱ポゾンZ’粒子の探索を、レプトン対■の不変質量分布の裾を測定す  
ることで行った。Z■の結合がZと同じと仮定すると、590GeV／c2 よりも軽いZ，粒子は無いこと（95％  
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ストした－20度では十分なS／Nが達成できない ことがわかり、現在、液体窒素での冷却を検討している。  







く（パッケージの中央部で4つのタイルの境界点）で残る ，  
が、シャワーの拡がりを考慮すると3％（－12％）に抑え  
られる。右図は100GeVの電子に対する応答で、Ⅹ＝Y＝0  
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【31電子・陽電子衝突の実験   
今年度は垂心系エネルギー58G∈Vで、約100pl〕‾l（ビーナス検出器の増強（1990年）以来約300pb■l）  
の積分・ルミノシティのデータが得られた。ルミノシティ測定の改良とこの高枕計データで、物理量のより  
精密な測定カー可能となった。   
（1）電弱相互作用   
ミュー粒子の対生成の断面積を測定し、標準模型の計算値と比較した。標準模型の値は測定値より2♂  
大きな値であった。   
タウ粒子対生成事象を解析し、タウ粒子の偏棲息Pl）と前後方非対称度（AT）を測定した。測定結果は  
標準模型の計算値とよい一致をみた。  




（3）二光子過程   
二光子によるJ／V生成を283pb‾上の積かレミノシテノに対して探索したが、明らかな信号は見られなかっ  
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物理学会誌vol．50，176（1995）．  
＜学位論文＞  
物理学研究科博士論文   
高野 幹男 ：「M巳aSurementOftheCrossSectionforProductionofTwoIsolatedPrornptPhotonsin  
l．8－TeVProton－AnLiprotonColllSions」（1994年8月）．   
大石 竜太郎：「MeasurementoftheCrossSectjDnforCharmedMesonProductionAssociatedwi［ha  
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物理学研究科修士論文   
青EEI慎 ：「StudyofToT）QuarkPairProductioninLepton＋4JetChannelinl，S－TeV  
Proton・AntjprotonCDILisions」（1995年2月）．   
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（1995年2月〕．  
「CDFエンドプラグカロリメーターに用いる光電子増倍管の基礎研究」（1995年ユ月）  
「マルチワイヤードリフトチェンバーにおける荷電粒子の飛跡再構成とそれを用いた   
シンナレーティングファイバー飛跡検出器の性能評価」（1995年2月）．  
湊 浩之  
宮本 卓裕  
理工学研究科修士論文   
嶋 是一  ：「CDFプリシャワーカウンターに用いる多チャンネル光電子増倍管の特性研究」  
（1995年2月）．   
竹林 達夫：「CDFプリシャワーカウンターに用いるタイル／ファイバ】系の光学的特性の研究」  
（1995年ユ月）．   
前木場 秀之：「BeanlTestofScinLillatingTileIFiberSysLemsforlheSDCCalorimeter」（1995年2月）■  
＜講演＞  
1．竹林 達夫  
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ウム（山形大学、1994年10月）  
：「CDFエンドプラグ部プリシャワーカウンターに用いるマルチチャンネル型光電子増   
倍管（MCPMT）の基礎研究」日本物理学会（山形大学、19卯年10月）  
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：「CDFCalohmeteraJldiLSUpgradeJ1994BeijingCalorimetrySymlX）Sium（Beijing、   
China、19如年10月）  
：「ReccntResultsfromCDF」模糊研究会「線形加速器におけるe＋e，，ehγ，γγ衝突   
の物理」（東京大学原子核研究所、1994年12月）  
：「CDF実験の最近の結果」基横長期研究計画「素粒子物理とその将来像」研究会   
（京都大学基礎物理学研究所、1995年l月）  
：「ObservadonofTopQuarkProduclionUsingKinematicTechniques」ⅩXXdlRencontfede   
Mohond（Savoi巳、Fr甜Ce、1995年3月）  
二「CDFエンドプラグ都電砧カロリメータに用いるタイル／ファイバ叫ユニットの研   
究開発」日本物理学会（神奈川大学、1995年3月）  
：「SDCカロリメータ用シンナレーティングタイル／ファイバー系光学特性のど【ム   
テスト」日本物理学会（神奈川大学、1995年3月）  
：「CDF検出器中央部のファイバー飛跡検出器の研究開発」日本物理学会（神奈川大   
学、1舛5年3月）  
：「重心系エネルギー1．呂TeV陽子・反陽子祷突におけるWW事象の研究」日本物理学   
会榊奈川大学、】995年3月）  
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1占．佐野 道明  
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「コンテンポラリーフィジックスサトップクオークの発見」日本物理学会 特別講  
演（神奈川大学、1995年3月）  
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